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　新年あけましておめでとうございます。
　町民の皆様におかれましては、お健やかに新春をお迎えのことと心よりお喜び申し上げます。
また、日頃より本町議会の活動に対し、温かいご理解とご協力を賜っておりますことに、深く
感謝申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、門川町議会では、議会ＤＸの推進としてタブレット端末を導
入し、資料の電子化や情報共有の迅速化を図るなど、効率的で質の高い議会運営に向けた取り
組みを進めてまいりました。
　予算・決算の審査においては、これを特別委員会に一本化し、より詳細な議論ができる体制
を整えて審査することができました。
　さらに、一昨年に引続き「議会報告会」兼「意見交換会」を実施することで、町民の皆様と
議会の距離を縮めるとともに、忌憚のないご意見を拝聴することができました。
　近年は自然災害が激甚化の傾向にあり、地震や豪雨への備えが問われています。また、少子
高齢化に伴う人口減少や物価高騰は地方に影を落としています。本年もこのような地域課題の
解決や将来を見据えたまちづくりに、議会一丸となって取り組むとともに、町民の皆様の声を
大切にし、透明性の高い議会運営と議員間討議の進展による政策提言機能の強化に努めてまい
ります。
　結びに、本年が皆様にとりまして実り多い一年となりますよう、心よりお祈り申し上げ、新
年のごあいさつといたします。

門川町議会議長　森　誠一

令和８年  新年のごあいさつ
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　令和 7 年第 4 回定例会は、12 月 2 日に開
会し、5 日に閉会しました。承認、補正予算、
条例改正、発議など計 22 件を審議しました。

　また、３、４日には７人が登壇し、計 11 項
目の一般質問を行いました。

令和7年  第4回定例会

専決承認
　一般会計、国民健康保険事業特別会計及び後期高齢者医療特別会計の補正予算について、専決
を行ったので、その承認を求めるもの。システム標準化の延伸に伴い、現行のシステム運用に必
要となる２つの特別会計に係る経費について、一般会計から繰り出す必要があること。また、庵
川露頭において、より安全性の高い防護柵を早急に設置する必要が生じたこと。いずれも議会を
招集する時間的余裕がなく、緊急を要した。各案とも、全員賛成で承認しました。

補正予算関係
一般会計補正予算（第８号） 　　 追加額：4 億 7,850 万円　予算総額：117 億 766 万 9 千円
　歳出の主なもの
　議会費　議会運営事業等………………………………………………………………… 27 万 5 千円
　総務費　文書広報、財産管理、ふるさと納税事業など…………………… 1 億 9,890 万 2 千円
　民生費　老人福祉、児童措置、障がい児福祉事業など……………………………8,110 万 8 千円
　衛生費　保健衛生一般管理、漁業集落環境整備、し尿処理施設維持管理事業など… … 914 万 9 千円
　農林水産業費　担い手支援対策、公有林管理、漁港建設費など…………………… 400 万 3 千円
　消防費　常備・非常備消防費、西の山避難施設整備事業など………………1 億 377 万 5 千円
　教育費　小・中学校教育振興、文化会館等管理、文化財保護管理事業など… 2,093 万 3 千円
　災害復旧費　台風 15 号による農業用・林業用施設災害復旧事業など……………… 4,990 万円
　公債費　町債利子償還事業等…………………………………………………………… 1,400 万円

国民健康保険事業特別会計（第 3 号）
　　　　　　　　　　　　  追加額：1 億 6,717 万 7 千円　予算総額：23 億 8,011 万 6 千円
　主な歳出　療養諸費など………………………………………………………………1 億 6,660 万円

後期高齢者医療特別会計（第 3 号）　 追加額：40 万円　　　 予算総額：5 億 8,266 万 6 千円
　主な歳出　人件費…………………………………………………………………………………40 万円

介護保険事業特別会計（第 3 号）　　 追加額：560 万 4 千円	　　予算総額：19 億 2,226 万円
　主な歳出　人件費及び介護システム改修費………………………………………… 560 万 4 千円

簡易水道事業会計（第 2 号）　　　　 追加額：40 万円　　　　　  予算総額：1,989 万 2 千円
　主な歳出　配水管漏水等修理に係る修繕費及び人件費………………………………………40 万円

一般会計補正予算（７号）
　歳入歳出それぞれ503 万円を追加するもの
で、歳入に財政調整基金からの繰入金503 万
円を追加し、歳出で２つの特別会計へ、繰出金
として325 万円、文化財保護費の工事請負費
178 万円を追加するものです。

国民健康保険事業特別会計補正予算（2号）
　歳入は繰入金に、歳出はシステム運用費と
して、それぞれ270 万6 千円を追加する。
後期高齢者医療特別会計補正予算（2号）
　歳入は繰入金に、歳出はシステム使用料に
それぞれ54 万4 千円を追加するものです。
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入
の
促
進
を
進
め
、畜
産
業
の
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

市
町
村
は
、気
象
状
況
等
を
踏
ま

え
、新
た
に
林
野
火
災
注
意
報
や
警

報
を
発
令
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
当
該
注
意
報
・
警
報
が
発
令

さ
れ
た
際
の
火
入
れ
の
中
止
を
、規

定
す
る
も
の
。（

全
員
賛
成
・
可
決
）

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

字
の
区
域
の
変
更

　

公
有
水
面
埋
め
立
て
に
よ
り
、新

た
に
生
じ
た
土
地
８
７
２
・
06
㎡
を

確
認
し
、隣
接
の
字
下
納
屋
に
編
入

す
る
。

（
２
議
案
と
も
全
員
賛
成
・
可
決
）

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定

　

新
た
に
、「
門
川
町
福
祉
健
康
交

流
研
修
セ
ン
タ
ー（
か
ど
が
わ
温
泉

心
の
杜
）」
に
つ
い
て
、
令
和
８
年

４
月
１
日
よ
り
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
る
管
理
運
営
を
行
う
た
め
、議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
か
ら

の
答
申
を
受
け
、こ
れ
ま
で
同
施
設

の
一
部
管
理
業
務
を
受
託
し
て
い

た
「
心
の
杜
保
全
会
」
を
引
き
継
ぐ

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
に
対
す
る
人
事
院

勧
告
及
び
宮
崎
県
人
事
委
員
会
勧

告
を
受
け
、国
と
県
は
職
員
の
給
与

を
改
定
す
る
予
定
で
、本
町
も
国
家

公
務
員
の
取
扱
い
に
準
じ
て
、地
方

公
務
員
法
24
条
の
原
則
に
基
づ
き
、

給
与
を
改
定
す
る
も
の
。

　

給
料
表
に
お
い
て
、高
卒
及
び
大

卒
の
初
任
給
を
引
き
上
げ
、こ
れ
を

踏
ま
え
、概
ね
30
歳
代
後
半
ま
で
の

職
員
を
重
点
に
置
き
、そ
の
他
の
職

員
は
改
定
額
を
低
減
さ
せ
つ
つ
引

上
げ
を
行
う
。
平
均
改
定
率
３
・
08

％
。
期
末
勤
勉
手
当
を
年
間
４
・
60

月
分
を
４
・
65
月
分
に
０
・
05
月
分

引
き
上
げ
る
。（

全
員
賛
成
・
可
決
）

町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

教
育
長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

こ
の
３
つ
の
議
案
は
、特
別
職
の

国
家
公
務
員
の
期
末
手
当
の
支
給

割
合
に
準
じ
て
、期
末
手
当
の
支
給

割
合
の
改
定
を
行
う
も
の
。

 

年
間
３
・
45
月
分
を
０
・
05
月
分
引

き
上
げ
、
３
・
50
月
分
と
す
る
も
の

（
３
議
案
と
も
全
員
賛
成
・
可
決
）

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
決
定
の
迅

速
化
の
観
点
等
か
ら
、本
町
に
お
い

て
支
給
審
査
委
員
会
を
設
置
す
る

準
備
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、償
還
金

の
支
払
猶
予
、償
還
免
除
の
対
象
範

囲
の
拡
大
、
償
還
免
除
の
特
例
、
市

町
村
に
お
け
る
合
議
制
の
機
関
の

設
置
、及
び
制
度
の
周
知
徹
底
等
に

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
た
め
、改
正

を
行
う
も
の
。（

全
員
賛
成
・
可
決
）

優
良
家
畜
導
入
貸
付
基
金
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

家
畜
価
格
の
高
騰
に
対
応
し
、実

情
に
即
し
た
運
用
を
図
る
た
め
、改

正
を
行
う
も
の
で
、
内
容
は
、
優
良

家
畜
導
入
に
係
る
資
金
の
貸
付
最

高
限
度
額
を
、現
行
の
50
万
円
か
ら

80
万
円
に
引
き
上
げ
、畜
産
農
家
の

経
営
基
盤
の
強
化
や
優
良
家
畜
導

新
た
な
法
人
「
合
同
会
社yuto

rie

（
ゆ
と
り
え
）」
を
指
定
管
理
者
の

候
補
者
に
決
定
し
た
。

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

指
定
管
理
者
の
指
定
の
審
議
に
つ
い
て

　

前
出
の
「
心
の
杜
」
の
指
定
管
理

者
に
つ
い
て
、
議
案
審
議
の
前
に
、

所
管
の
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付

託
す
る
旨
の
議
員
発
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
が
、賛
成
少
数
で
否
決
と
な

り
ま
し
た
。

町
長
の
発
言
の
撤
回
と
謝
罪
を
求
め
る

決
議
に
つ
い
て

　

６
月
に
議
員
発
議
の
あ
っ
た
、町

長
の
発
言
の
撤
回
と
謝
罪
を
求
め

る
決
議
に
つ
い
て
、議
会
運
営
委
員

会
に
審
査
を
付
託
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
の
報
告
（
９
頁
参
照
）
を

受
け
、審
議
を
行
い
ま
し
た
。
賛
成

少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

出
口
議
員
へ
の
辞
職
勧
告
決
議
に
つ
い
て

　

議
員
が
発
議
し
た
本
決
議
に
つ

い
て
、
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
（
10
頁
参
照
）

議
会
議
員
定
数
削
減
に
関
す
る
要
望
書

　

本
要
望
書
に
つ
い
て
、調
査
特
別

委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
し
た
結

果
、
定
数
削
減
は
不
採
択
、
議
員
報

酬
に
は
賛
同
す
る
と
し
て
、一
部
採

択
（
９
頁
参
照
）
と
な
り
ま
し
た
。　
　

　

本
会
議
で
の
採
決
に
お
い
て
も
、

一
部
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

  

条
例
の
一
部
改
正

  

発
議

  

陳
情

米
め ら

良　格
いたる

 議員

一般質問を一般質問を
動画で見よう動画で見よう

問 �

門
川
町
次
期
衛
生
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）に
つ
い
て

一　

般　

質　

問

問 �

門
川
町
次
期
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

問
令
和
７
年
3
月
議

会
か
ら
次
期
衛
生
セ

ン
タ
ー
の
疑
問
点
に

対
し
て
再
三
質
問
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、納
得
の
い
く
明

確
な
回
答
を
も
ら
え

な
い
ま
ま
12
月
議
会

ま
で
持
ち
越
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
回
、

議
会
に
提
出
し
て
い

る
請
願
書
に
署
名
さ

れ
た
１
５
０
０
名
あ

ま
り
の
町
民
の
方
々

を
代
表
し
て
町
長
に

質
問
し
ま
す
。通
常
見

積
書
は
受
注
す
る
事

業
所
が
積
算
し
て
金

額
を
発
注
者
に
提
示

す
る
は
ず
で
す
が
、な

問
本
年
度
の
支
払
い

は
い
く
ら
く
ら
い
か
。

国
、県
か
ら
の
補
助
金

は
あ
る
の
か
。

答
令
和
７
年
度
の
支

払
い
予
定
は
５
億
７
，

８
９
１
万
９
千
円
で

あ
り
、
11
月
10
日
に

２
億
３
，１
５
６
万
円

を
支
払
っ
た
。補
助
金

対
象
と
な
ら
な
い
た

め
、「
一
般
廃
棄
物
処

理
事
業
債
」を
活
用
し

充
当
率
75
％
、交
付
税

措
置
30
％
の
財
政
措

置
を
講
ず
る
予
定
。

問
将
来
に
わ
た
っ
て

本
町
財
政
へ
の
影
響

は
大
丈
夫
で
し
ょ
う

ぜ
発
注
者
で
あ
る
役

場
職
員
が
積
算
設
計

し
て
５
０
０
０
万
円

か
ら
３
割
も
減
額
さ

れ
た
の
か
理
由
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い 

。

答
追
加
工
事
５
０
０

０
万
円
に
つ
い
て
は
、

受
託
事
業
者
が
当
時

の
状
況
の
中
で
見
積

も
っ
た
概
算
の
金
額

で
あ
り
、参
考
程
度
の

額
で
あ
り
４
０
０
万

円
の
見
積
書
と
同
様

に
議
会
及
び
町
民
の

混
乱
を
招
か
な
い
た

め
に
も
細
心
の
注
意

を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
す
る
。

か
。

答
長
期
的
な
財
政
計

画
の
中
で
十
分
に
検

討
し
て
い
る
。

問
埋
設
物
は
な
ぜ
見

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

の
か
。

答
現
在
の
地
中
埋
設

物
調
査
に
は
技
術
的

な
限
界
が
あ
る
。

問
令
和
4
年
に
行
っ

た
レ
ー
ダ
ー
探
査
で

見
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
当
該
事
業
者
に
責

任
は
問
え
な
い
の
か
。

答
契
約
上
の
義
務
は

適
切
に
履
行
さ
れ
て

お
り
、町
と
し
て
責
任

は
問
わ
な
い
。

問
令
和
７
年
６
月
議

会
に
て
町
長
の
冒
頭

発
言
の
中
で
、
あ
る

議
員
が
社
長
不
在
中

に
町
内
事
業
所
を
訪

問
の
上
従
業
員
か
ら

撤
回
さ
れ
た
は
ず
の

見
積
書
を
取
得
し
た

と
あ
り
ま
す
が
事
実

と
異
な
り
ま
す
が
、

私
は
庁
舎
１
階
駐
車

場
に
て
社
長
か
ら
直

接
受
け
取
っ
た
の
で

す
が
事
実
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
上
で
も
確

認
を
す
る
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
が
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

答
当
事
者
で
も
あ
る

町
内
事
業
者
か
ら
の

説
明
を
受
け
て
の
発

言
で
あ
り
、そ
の
真
実

性
に
関
し
て
は
当
事

者
で
あ
る
以
上
、十
分

担
保
さ
れ
て
い
る
も

の
と
解
し
て
お
り
、出

口
議
員
へ
の
聞
き
取

り
は
行
わ
な
か
っ
た
。

問
問
え
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
３
，
４
４
０
万

円
も
工
事
契
約
金
が

増
え
た
責
任
は
誰
に

あ
る
と
お
考
え
か
。

答
町
が
責
任
を
持
っ

て
必
要
な
経
費
を
負

担
し
、事
業
を
進
め
て

い
く
。

問
埋
設
物
調
査
を
し

た
業
者
は
。

答
株
式
会
社
共
同
技

術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

問
住
民
の
方
か
ら
監

査
請
求
が
あ
っ
た
が
、

町
長
の
ご
見
解
は
。

答
住
民
監
査
請
求
に

対
し
て
監
査
委
員
か

ら
棄
却
の
判
断
が
な

さ
れ
て
い
る
。町
の
対

応
は
適
正
で
あ
っ
た

と
受
け
止
め
て
い
る
。

問
町
長
は
町
民
に
対

す
る
説
明
会
を
開
催

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
開
催
す
る
考
え
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

出
で

口
ぐち

　希
まれとし

俊 議員

一般質問を一般質問を
動画で見よう動画で見よう
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問
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種

の
全
額
助
成
の
考
え

は
な
い
か
。

答
国
に
お
い
て
は
、 

男
性
に
対
す
る
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
や
安
全
性
、費
用
対

効
果
な
ど
に
つ
い
て
、

現
在
も
慎
重
な
検
討

が
進
め
ら
て
い
る
。定

期
接
種
化
に
向
け
た

動
き
が
あ
れ
ば
、対
応

を
検
討
す
る
。

問
耐
震
ブ
レ
ー
カ
ー

購
入
補
助
を
行
う
考

問
50
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
る
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
。
本
県
で
の

啓
発
活
動
を
含
め
Ｐ

Ｒ
不
足
に
思
う
。

①�

町
内
開
催
時
期
、

開
催
競
技
に
つ
い

て
答
競
技
は
成
年
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
令

和
９
年
９
月
27
日
～

29
日
決
勝
戦
ま
で
、

軟
式
野
球
が
10
月
２

日
～
５
日
決
勝
戦
は

延
岡
市
に
て
。

え
は
な
い
か
。

答
町
広
報
に
お
い
て
、

耐
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

内
容
を
掲
載
し
、必
要

性
に
つ
い
て
周
知
す

る
。
国
・
県
な
ど
の
財

政
支
援
や
他
自
治
体

の
動
向
を
確
認
し
な

が
ら
調
査
研
究
を
行

う
。

問
認
知
症
に
備
え
る

損
害
賠
償
保
険
を
実

施
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答
重
要
な
視
点
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問②�

今
後
Ｐ
Ｒ
啓
発
活

動
に
つ
い
て
。

答
町
広
報
や
実
行
委

員
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
を
活
用
し
て

情
報
発
信
を
行
う
。

問③�

お
も
て
な
し
等
、

町
独
自
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

答
実
行
委
員
会
内
に

設
置
し
て
い
る
「
医

療
衛
生
・
お
も
て
な

認
知
症
高
齢
者
と
そ

の
ご
家
族
の
負
担
軽

減
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
研
究
す
る
。

問
高
校
で
期
日
前
投

票
所
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
検
討
は
し
て
い
な

い
。若
者
が
選
挙
に
関

心
を
持
つ
こ
と
は
、大

変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。今
後
も
主

権
者
教
育
や
啓
発
活

動
、公
正
公
平
な
投
票

機
会
の
整
備
に
努
め

て
い
く
。

し
専
門
委
員
会
」
を

中
心
に
準
備
を
進
め

る
。

問④�

今
後
開
催
に
向
け

て
の
施
設
の
整
備

計
画
等
に
つ
い
て

答
改
修
が
必
要
な
野

球
場
内
外
野
グ
ラ
ン

ド
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
来
年
中
に
完
了

出
来
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
る
。

答 

速
や
か
に
対
応
を
検
討
す
る

問
議
員
の
研
修
費
予
算
に
つ
い
て

問
国
保
税
に
つ
い
て

魚
うおなが

永　崇
たかつぐ

貢 議員

田
た

中
なか

　豊
とよかず

和 議員

一般質問を一般質問を
動画で見よう動画で見よう

一般質問を一般質問を
動画で見よう動画で見よう

一　

般　

質　

問

問 �

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

　

 

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）の
感
染
予
防
に
つ
い
て

問 �

２
０
２
７
年
開
催
の
日
本
の
ひ
な

た
宮
崎
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ

い
て

国
ス
ポ
成
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
決
勝
戦
を

海
浜
公
園
野
球
場
に
て
。

一　

般　

質　

問

問
令
和
５
年
度
、６
年

度
と
全
国
市
町
村
国

際
文
化
研
修
所
等
、県

外
へ
の
議
員
研
修
に

お
け
る
旅
費
の
予
算

計
上
が
あ
っ
た
が
、令

和
７
年
度
に
は
予
算

が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

議
員
に
と
っ
て
知
識

や
情
報
を
得
る
こ
と

は
と
て
も
重
要
で
あ

り
、そ
の
質
を
高
め
る

こ
と
は
町
政
発
展
に

も
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。全
て
自
費
で
の
参

加
と
な
れ
ば
研
修
機

会
の
減
少
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
る
。予
算

の
必
要
性
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。

答
予
算
編
成
で
は
物

価
や
人
件
費
高
騰
に

よ
り
町
全
体
の
支
出

が
増
加
し
て
お
り
、義

務
的
経
費
や
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
最
優
先
と

し
て
い
る
。県
外
議
員

研
修
費
も
他
事
業
同

様
に
縮
減
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
も
の
で
、

研
修
の
意
義
を
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
。

職
員
も
県
内
・
オ
ン
ラ

イ
ン
・
無
料
研
修
を
活

用
し
、全
庁
的
に
経
費

抑
制
に
取
り
組
ん
で

い
る
。今
後
も
財
政
状

況
を
注
視
し
、適
切
な

予
算
編
成
に
努
め
る
。

答 �

可
能
な
限
り
経
費
の
抑
制
に

　

 

努
め
て
い
る

答 �

財
政
状
況
や
基
金
残
高
を
考
慮
し
て

設
定
し
て
い
る

寺
てら

田
だ

　泰
やすたか

隆 議員

一般質問を一般質問を
動画で見よう動画で見よう

問①
国
保
基
金
の
直
近

残
高
と
今
後
の
活
用

の
可
能
性
は
。

②
短
期
、
中
長
期
で

国
保
税
を
下
げ
る
事

は
可
能
か
。

③
直
近
の
滞
納
者
数

と
救
済
措
置
は

④
門
川
町
に
お
け
る

国
保
税
賦
課
額
は

答①
令
和
6
年
度
末
時

点
の
基
金
残
高
は

3
億
7
千
万
円
で
、

補
填
や
事
業
に
係
る

費
用
、
税
率
引
き
上

げ
緩
和
な
ど
に
限
定

さ
れ
て
い
る
。

②
一
時
的
に
引
き
下

げ
る
事
は
可
能
だ
が
、

中
長
期
的
に
は
困
難
。

③
令
和
6
年
度
決
算

に
お
け
る
滞
納
者
数

は
２
５
３
人
で
低
所

得
者
や
非
自
発
的
失

業
者
に
対
す
る
軽
減

制
度
、
分
割
納
付
の

相
談
対
応
や
徴
収
猶

予
な
ど
実
施
し
て
い

る
。

④
約
3
億
３
５
０
０

万
円

問
門
川
町
の
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
気

軽
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を
楽
し
め
る
環

境
整
備
は
可
能
か

答
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
に
特
化
し
た
社
会

体
育
施
設
を
新
た
に

整
備
す
る
予
定
は
な

い
。

黒
くろ

田
だ

　耕
こうすけ

右 議員

一般質問を一般質問を
動画で見よう動画で見よう

ヒトパピローマウイルス（HPV）
　皮膚や粘膜に感染する一般的なウイル
スで、子宮頸がん、肛門がん、中咽頭が
んなどの原因となることがあります。

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

（
滋
賀
県
大
津
市
）
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一　

般　

質　

問

問
な
ぜ
埋
設
物
が
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
か
。

議
会
で
も
論
争
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
埋

設
物
の
調
査
を
し
た

㈱
共
同
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
、
加
草

～
中
村
線
箱
型
函
渠

予
備
・
詳
細
設
計
及

び
地
質
調
査
、
加
草

～
中
村
線
道
路
擁
壁

予
備
・
詳
細
設
計
、
心

の
杜
ふ
れ
あ
い
多
目

的
広
場
再
整
備
実
施

設
計
の
調
査
を
落
札

し
て
い
る
。

　

埋
設
物
調
査
に
疑

問
が
あ
る
段
階
で
の

指
名
業
者
選
定
の
審

査
は
慎
重
に
す
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
。

　

指
名
競
争
入
札
に

入
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
指
名
競
争
入
札
の

選
定
は
、「
町
が
発
注

す
る
建
設
工
事
等
の

契
約
に
係
る
指
名
競

争
入
札
参
加
資
格
者

の
資
格
、
指
名
基
準

等
に
関
す
る
要
綱
」

に
基
づ
き
、
門
川
町

指
名
審
査
会
で
決
定

し
て
い
る
。

　

指
名
競
争
入
札
の

参
加
業
者
は
、
建
設

業
者
等
有
資
格
業
者

名
簿
か
ら
担
当
課
長

か
ら
の
推
薦
に
よ
り

指
名
審
査
会
の
審
査

を
経
て
、
慎
重
に
決

定
し
て
い
る
。

　

３
件
の
業
務
委
託

も
指
名
審
査
会
で
技

術
的
適
正
、
地
理
的

条
件
、
技
術
者
の
状

況
、
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
地
質
登
録

な
ど
の
客
観
的
な
指

標
に
留
意
し
て
、
入

札
参
加
要
件
を
満
た

し
て
い
る
と
判
断
し

て
い
る
。

問 

埋
設
物
調
査
疑
問
が
あ
る
。

　

 

指
名
競
争
入
札
の
業
者
選
定
は

 　

慎
重
に
す
べ
き
で
は
、

神
かんざき

崎 千
ち か こ

香子 議員

一般質問を一般質問を
動画で見よう動画で見よう

表決表 各議員の審査結果（○：賛成、●：反対、欠：欠席、退：退出、―：議長）

議会議員定数削減に関する要望（一部採択）

町長発言の撤回と謝罪を求める決議

議員辞職勧告決議案

下欄の審議を所管の常任委員会へ付託

公の施設に係る指定管理者の指定

一般会計補正予算(８号)

議　　案
（全員賛成の議案は除きます。）

黒
田

　耕
右

寺
田

　泰
隆

岩
切

　義
樹

魚
永

　崇
貢

松
本

　良
一

田
中

　豊
和

宇
都
宮
三
良

出
口

　希
俊

米
良

　
　格

中
城

　資
力

岩
佐

　祐
一

神
﨑
千
香
子

森
川

　春
夫

森

　
　誠
一

○

●

○

●

○

○

○

●

○

●

○

○

○

●

○

●

○

○

○

●

●

○

●

○

○

●

○

●

○

○

○

●

○

●

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

退

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

●

欠

欠

欠

○

○

●

○

●

●

○

●

○

●

○

○

－

－

－

－

－

－

　去る６月６日の令和７年第２回定例会で、本委
員会に付託されました令和７年発議第１号「町長
の発言の撤回と謝罪を求める決議」について、15
日間委員会を開催し、慎重に審査致しました。そ
の経過と結果について報告します。
　この発議第１号は、６月３日の一般質問の冒頭
での町長発言が、町民の自由な政治活動を牽制し、
また、神﨑議員への町長答弁において、真実と異
なることが多々あるものとのことで、町長に発言
の撤回と謝罪を求めるものであります。
　審査にあたっては、町内事業者や元請事業者、担
当主管課、提出議員及び賛同議員に出席をお願い
し、内容や事実確認、さらに議事録等の資料の確
認も行い、慎重に審査を行いました。
　審査につきましては、「真実と異なる事が多々あ
りました。」とありますが、真実と異なる事の確認
を提出議員及び賛同議員に行ったところ「ある議
員が私の不在中に事務所を訪れ、従業員から見積
書を無断に取得し」の一点のみとのことでありま
した。

前号(184号)で報告しましたが、その続きです。

　提出者の地区会長・自治公民館長連合会理事
会との意見交換を行い、その中で、議員定数削
減についてどう考えるのか、何人ならできるの
か、議員で決めて欲しい。議員活動が見えない。
資質を上げて欲しいなどの意見がありました。
　議員間討議では、議員定数に関して、
・�全国的には削減の動き、定数の考え方は人口

割で考えるのか。
・�人口や面積から、今の定数は適正なものかを

考えるべきで、削減はもっと先になると考え
る。

・�議員の活動内容を知っているのか疑問、今の
人数は必要。

などの意見があり、議員報酬に関しては、
・�若い人は難しい、別の仕事を兼務しないと活

動は困難。
・�議員活動による報酬とすべきで、年間の活動

状況を調べてみてはどうか。

　その内容について見積提出業者に聞取りしたと
ころ、見積提出業者は、執行に対して町長発言の
とおりの説明をしており、このことにより、町長
発言の真実性に対しての確認はとれました。また、
その聞取りの中で、400 万円の見積書について、
追加工事全体の見積書ではなく、基礎の見えてい
る部分の撤去費用のみの見積書であることも確認
でき、さらに、無断で使用されている旨の証言も
得られました。
　今回の町長発言につきましては、本来比較する
ことのできない 400 万円の見積書を引き合いに、
様々な行動や発言がなされており、関係する質問
等について執行が回答しているにも関わらず、一
部の議員が議決後も本件に関して、議会の場での
発言を続けている状況を踏まえ、町政の混乱を危
惧して行ったものであり、問題性はないと考えま
す。
　上記の意見が出され、採決の結果、出席委員の
全員反対で不採択と決定しました。

・�人材確保は重要、女性を増やすとか、議会改
革にあたっては報酬を上げる方向で考える。

・�議員報酬と定数削減は切り離して考えるべき
で、報酬は、報酬審議会での審査が必要となる。

などの意見がありました。
まとめにあたって、議員定数削減については、人
口減少が続いている中ではあるが、他自治体の
議会と比較しても、特に多いというわけでもな
く、全国平均とほぼ同じなので、近い将来は削
減することになると思うが、いまのところ時期
尚早ではないか。との意見があり、採決の結果、
定数削減に対しては、賛成少数で不採択。
　議員報酬については、多様な人材が議員とし
て、町政に参画できるよう環境を整備すること
には、賛同する。しかし、議員定数と報酬は関
連していなく、審議する機関も異なる。
　調査特別委員会では採決の結果、本要望につ
いては、全員賛成で一部採択となりました。

議会運営委員会報告

議会議員定数削減に関する調査特別委員会報告



議会活動報告　議員派遣（抜粋）

9月25日 東日杵郡町村議長会研修会　　

1 中国木材日向工場視察研修
　中国木材は、杉材を中心に製材加工しています。2014年の101,041㎥から2024年には、
609,937㎥と約６倍の製材量をあげています。国産材製品の供給体制の確立で価格が安定
し、大手ビルダーやハウスメーカーの使用に杉集成柱をメインに採用先の増加を実現してい
ます。これからも品質向上で新たな市場を開拓するとのこと。

2 講演　　　　場所  喜重会館
　　　　講師　中国木材株式会社  日向工場
　　　　　　　工場長  岡田光弘氏
　　　　演題　「中国木材株式会社 日向工場の現状と今後の課題について」

　　　　講師　有限会社前田産業
　　　　　　　代表取締役  前田隆雄氏
　　　　演題　「有限会社前田産業の現状と課題」

10月9日 第65回宮崎県町村議員大会　　

高原町総合保健福祉センターほほえみ館
講演　講師　飯田厚氏
　　　　　　（全国町村議会議長会議事調査部長）
演題　議員報酬の見直しに向けた手順
　　　議員報酬の適正化に向けた運動方針（令和６年２月）を決定
　　　・「活動内容を踏まえた原価方式」などによる議員報酬の見直しの全国展開
　　　・議会改革の達成値としての活動量を明示
　　　・議員報酬引き上げの障壁を除去するための要請活動の3つの方針を定め、議員報酬
　　　  の適正化に向けた取組を全国展開していくことを機関決定

11月26日 町村議会広報研修会　　

宮崎県自治会館
研修広報クリニック
講師　Nakamasagas （なかまさがす）代表
　　　中本正樹氏
　県内町村の議会だよりを、いかに、手に取って見て、読んでもらうか。住民目線で編集する。
住民参加を促すためには、子どもから高齢者まで住民に議会広報にできるだけ登場してもら
う。キャッチボールのつもりで編集する。読むから、見せる広報への転換。
　記事を書くよりもまず、レイアウトしてから中身に入ることが大切。各町村の議会だよりに
ついて、表紙の作り方から丁寧にクリニックしていただきました。

　　　議会だより  かどがわ  No.185 （10）議会だより  かどがわ  No.185　　　（11）

趣旨説明（発議者　森川春夫議員）
　議員は自らの言動に責任を負うが、いかな
る発言も無制限に許容されるものではない。
　根拠も示されない誤解を招く情報発信で
町民の信頼を失墜させている。
　事態の重大さを受入れ、議員としての責務
を自覚されるよう求める。

反対討論
（米良格議員）辞職勧告決議まで出す内容かど
うか。例えば、議長からの口頭、懲罰動議でも
辞職まで求めなくても、他に方法があったはず。

（神﨑千香子議員）行政の本旨に沿った活動で
ある。町内業者をお願いする立場でもある。議
席をはく奪するのであれば、段階を踏むべき。

（魚永崇貢議員）他の事業所は 500 万円で見
積もった。議会の名誉棄損、町民の信頼を傷
つけたとは、何を指して言うのか分からない。

弁明（出口希俊議員）
　事実に基づき、調査を行って出した結論。

　一般質問を再三行ったが、正確な答えを受
けられなかった。

　この件については納得できず、辞職は考え
ていない。

賛成討論
（寺田泰隆議員）良いことは良い、悪いことは
悪い。それをしっかり考えてお示しをしない
と、議会全体の信頼に関わってくる。

（中城資力議員）調べれば調べるほど、おかし
なことがでてきた。議会としてけじめをつけ
るためにも、町民の信頼にこたえるためにも、
辞職勧告という態度を採らなければならない。

（宇都宮三良議員）条例違反をしている以上
は、それなりの処罰を受けるべき。

　出口希俊議員は、門川町が実施した「門川町次期衛生センター（仮称）建設工事請負変更契
約」について、積算根拠の示されていない、追加工事の一部を対象とした 400 万円の見積書と
の比較を行い、町の契約事務を誹謗し、不正確な情報を流布した。
　また、出口議員はこれらの誤った主張を用いて、他の議員や町民に、町政に対する不信を不当
に煽り立て、議会の秩序と信頼を著しく損なう言動を繰り返した。
　さらに、出口議員は 3 月 5 日の一般質問において、工事現場事務所へ特定の業者を伴って出
向き、下請けに使ってくださいと頼んだという趣旨の発言をしており、このことは、門川町政治
倫理条例や門川町議会基本条例に抵触するものである。
　これらの行為は、議員として当然求められる「事実に基づいた責任ある判断」・「議会人として
の節度と良識」を著しく欠くものであり、また、議会運営委員会の意見聴取の要請に対して、最
終的には応じたものの、一度は拒否する姿勢を示し説明責任を放棄したことも、到底看過するこ
とのできない重大な背信行為である。
　議会は、出口議員の行為が町政運営および議会の名誉を著しく毀損し、住民の行政への信頼を
深く傷つけたものと強く断じる。
　門川町議会としては、一人の同僚議員に対しこのような決議を行うことは、まことに心苦しい
限りではあるが、町民の信頼回復という議会に課せられた至上命題に鑑み、出口希俊議員に対し、
その責任を自覚し、自ら進んで議員の職を辞するよう勧告する。

（発議第３号）出口希俊議員に対する辞職勧告決議について

出口希俊議員に対する辞職勧告決議



次回３月議会の予定

お詫びと訂正

上記の日程は変更になる場合がありますので、町のホームページ
等でご確認ください。どなたでも傍聴できますので是非お越しく
ださい！

前号（184号）７頁の松本良一議員の一般質問の記事に誤りがありました。２段目の学校における環境整
備の答弁者が町長になっていました。正しくは教育長でした。訂正してお詫び申し上げます。

３日

４日・５日

24日

(開会)議案の上程

一般質問

(閉会)議案の採決

３／３（火）
～

３／24（火）

■発行者 /門川町議会議長　森　誠一
■編集 /議会広報編集特別委員会
　〒889-0696　宮崎県東臼杵郡門川町平城東１番１号　TEL：（0982）63-1140
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■印刷 /安井株式会社

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

編 集 後 記
　新しい年が明けました。
　干支で言えば午年。天をか
けるペガサスのように、伸び
伸びと羽ばたける良い一年
でありますように祈ります。
　寒い日が続きます。お体を
大切に。火の用心を。

輝く
の紹介
ひと

（議会広報編集特別委員会）

議会だよりで紹介したい「輝くひと」を募集しています。業種や団体問わず応募をお待ちしております。

　今回は南町で、地域に寄り添うガソリンスタンドの経
営を続ける山本大輔さん（45）です。
　先代が昭和62年４月に創業し、現在は二代目として事
業を継承しています。お客様には、三世代にわたり支持さ
れる信頼があり、特に車のコーティング・洗車に力を入れ
ていて、従業員全員で県外研修に出るほど技術向上に努
めています。

　その他、車販売、車検、買取、保険と車に関するすべてに対応し、現在はEV車（電気自動
車）の取り扱いにも着手し、需要拡大を見据えて準備を進めています。
　夏の暑さも冬の寒さも地域に支えられて乗り越え、今日も町民のカーライフを守り続
けています。


